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特別企画

座談会

閑適学会から見た再生医療

◆出席者順不同･敬称略)

岡野　光夫　日本再生医療学会理事長

森田　育男　日本炎症･再生医学会理事長

中野　責由　日本Jくイオマテリアル学会常任理事

吉江　弘正　日本歯周病学会前理事長

尾上　浩隆　日本分子イメージング学会理事

佐々木伸雄　日本獣医再生･細胞療法学会会長

田畑　泰彦第13回日本再生医療学会捲会会長

吾学会の活動内容

EEl畑　本日はお忙しい中,お隼まりいただきありがと

うございます｡本搬遜会では, ｢関連学会から見たilf/I･'.

医療｣をテーマに,各学会における内生医療の収り組

みや,再/i.医療学会との連携を見据えた将来展望につ

いて議題したいと思います｡

まずは各先生より,所鵬学会の活動内容をご紹介い

ただきたいと思います｡それでは,岡野先生からお願

いします｡

岡野　日本fliJfi医療学会は2012, 2013年と二度にわた

るYOKOHAMA塙言において,従来の研究中心の所

動から,さらに･rlも早く安全かつ有効な再生医療を

患者さんに届けるための休制づくりをH損すことを表

明しています｡それを後押しするかのように2013年

は, 4月に再生降頻推進法, 11月に改lE薬事法と内生

択療'kJ>_惟確保法が成&.し,わがl蛾こ再/li医療の新た

な一一一歩を肺み出した年となりました｡

再′t三.lk'･.頼製品は(実感品, l米糠機器から独立した｢再

/I:JR棟等製品｣というあらたなカテゴリに分類され

的鰍こよりイl'効作の推定と安全性の確認ができれば,

条作付きで製造販売承認を認められることになりまし

た(図)｡また,従来は病院に併設する形でCPC(細胞

加二I二施設)設置が義務付けられていましたが,これを

医療機関外に委託することも明確化されました｡

2014年巾には, iPS細胞を用いた加齢典概変性の臨床

研究が開始予定で,綿根膜や心筋,角膜,軟骨でも細胞

シート治療が動き始めています｡こうした中, -一-一人で

も多くの恕者さんが再生医療の恩恵に浴するには,研

究から産業化への移行が重要課題であることは言うま

でもありません｡当学会では産業化委貝会(現産業推

進委員会)を設置したり,再生医療イノベーション

フォーラムにも働きかけるなどして産業化に向けた制

度段計を展開していますが,本日お集まりの先生方と

も連携して,日本の新しい再生医療の時代を作ってい

きたいと考えています｡

田畑　ありがとうございます｡それでは森田先生,お

願いいたします｡

森田　日本炎症･再生医学会は, 1972年に炎症研究会

として発足し, 1980年からは日本炎症学会として,日

本の炎症学の発展に寄与してきました｡その後,炎症

の治癒過柑こおける組織再生制御や,炎症に起因する

多くの生休分子の再生への関与,組織再生のための微

小循環ドの炎症制御の重要性,さらには,再生医療材
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特別企画

【ィノ~f:;,､の/十･㌦こ〔I)〟:ノ】 <再生医療等製品に従来の承認制度を適用する場合の問題点>

人の細胞を用いることから.個人差を反映して品賞が不均一とな

るため.有効性を確認するためのデータの収集･評価に長時間を

要する¢
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有効性については.一定数の限られた症例から.従来より短期間で有効性を推定｡

安全性については.急性期の副作用等は短期間で評価を行うことが可能｡

図　再生医療等製品の実用化に対応した承認制度(条件･期限付承認)
(厚生労働省第2回再生医療製品患者登鐸システムの在り方に関する検討会資料より引用)

料の起炎制御法の開発など,炎症の稚′I:.から糾織f暮i'I:.

までの帖広い学問'Ji野をカバーする目的で20011I:･に

学会名を　川本炎症･再1:J'^:.学会｣と改め.新たなii'>･

みを始めています　会川ま約1.500rfで. 1矢'17'･部川身斤

を中心に柄成されています

田畑　ありがとうございました　それでは中野先′暮:..

お願いします

中野　日本バイオマテリアル学会は.バイオマテリア

岡野　光夫氏

8　日1(,i再生医療　日本再生医療字会報誌　V｡日与＼0.1'

ルの教ff,研究,産業に関する情報の交換を通し,節

･､?･f.'tJ袖城としての体系化と確9.および臨床医療への応

川を図ることを目的として, 1978年に設立されました,_

､L'f学会は今川の大学,国公立研究機関の工学系研究

&･と,その他伏学糸研究希,企業研究者で人数バラン

ス良く構成されています㌧　対象とする材料は高分子,

セラミックス,念蟻をベースに,細胞, DNAなどの生

体構成物質や,それらの持分あるいはハイブリッド材

料の研究を行っています､

scaffoldをはじめ, 17.体やその構成要素と直接もし

くはf.I.'J接rrt)tニ接触する材料を開発しているという点で,

IIf'I:_医糠には/^'かすことができない研究開発を担って

いると.乱織しております,_

田畑　ありがとうございました,,吉江先生,お願いし

ます

吉江II本Llill.-.:Ja'i学会は, ｢卿封病から国民を守る｣と

いうllJJ確な目標を掲げて1958年に設立された学会で

す　現/r.. ‖腔と乍身の健庸増進支援を目的とし,糖



座談会｢関越/?会から見たfli/(:.J米糠｣

城病学会などのL'^:.科系学会と辿雌しながら榊称的な･ilTT･

動を財制しています　会tH総数は9,555名を数えてお

り.人l'･･が(閑が='^:.伸で,その約1'･･数が大学側係･勤拐

I'^:..械る､I'･･数が閲澄li'J'州'^:.価という構成になっていま

す

tJk'I'周病は川代病と称され.成人の約8'判が彬,liI.して

いると.;,'われていますが.超l':.'J'齢n･.会を迎える申.ま

ずは=腔骨理を).E･本とした乍身への配収が急梢と考え

ています　･JJ'. LIJfJ'周的糠においてはJJt('il'(rtJな約城を

n･'.E二郎えながら, ･ff:度の体.'J'周病,liI. h･Eこ楯J'周外科r･･術に

よるL-*'J'周糾織f暮i'I:.を行っており, fli'I:.L'^'･.糠も1つの人

きな柱として取り跳んでいる状況です

田畑　ありがとうございました　次はldl･.光′I:..お願

いします

尾上II本分(･イメージング学会は. ′I:.体fJlにおける

I)i (･および郷地レベルにおける′I:_物J?:的●拝象を事掛JJJす

るための研'jtを推進し, )､?:f'f;iの稚鵬.社会へのi'i'病状を

目的として.ill ''/.された川体です

モダリティは. IBそ光イメージングをはじめとして先

端イメージングではlIRIやPET. SPECTを川い.糾

胞･糾織レベルの観察からヒトの非u輿的なイメージ

ングまで帖広い研究をT･･がけています

再/I:.(矢嶋とのかかわりでは.例えばiPS郷地を川い

たハーキンソン約糠の研究において.移糾したドーハ

ミン神経緋胞の機能を観察するためにPET榔像が障

れた機能を発仰しています　7.Jr;･化の問題においても.

1.jr:･糾胞のイメージングは耽々のT.鼻息とする'Jl野です

ほかにも炎1(一･:.の領域では,例えばFDG.-I)ET検作を川

い. †木内の桝代.封舛苗を検川して悪rI:.1脚房を診断する

ことが‖J能ですし.関節炎では炎すl'I:'.マクロファージの

tLl梢を見ることもできます

会tHは. t､tJif'-JtするモダリティがMRならI:''?:系.

柁I矢学は触昧t'^:.. lB'f光イメージングでは理′芋系が多く.

その他イJ'機hl戊化学や薬学系など.拘数'Jl野0)人材が

･綿になって･iIT;･動している学会です

田畑　ありがとうございました　Lf･i･後にIJ)･:々木九′I:..

宗田　育男氏

日本炎症･再生医学会

設立年　　1980年(炎症研究会として1972年に設立｡

その後1980年に日本炎症学会. 2001年に現

名称に変更)

会員数　　1.500名

使命･役割　基礎と臨床,炎症学と再生医学の融合だけでな

く.炎症研究振興会をはじめとする製薬企業と

も密接な連携を図り.炎症･再生学の発信基地
としての国際的役割を果たすこと｡

ホームページ　http://www.jsir.gr.jp/

お噺いします

佐々木II本獣l'^:.lIi'I:. ･糾JJ'd糠法'芋･会は. ′火は学会と

してのテIri動は本日がlh.iiJJという. .ill I-Jlしたばかり0)Jli:

会です　会川ま乍川歌l欠伸で, ).!･本的にはII本獣I矢′､?･

会o)ド.t'll;川体の1､'(.t't''I:づけで/('･続していく(,定でいます

獣1'J三.J7･の領域ではI I本獣l'^:.学会がIli･人規糊の'?:会で.

).E･礎糸から触媒系. 1,む川系の'JI野までさまざまな～lri動

をしており.再′I:J'矢M.liとの側姓では. ES糾胞やiPS緋

胞の獣t'^:.′､祁fi城への仏日を研究している会FHもいます

そこで.獣l'^:.学のT･･がけるfli'I:J'^:.椴を広くIl'J'･軸卿,;,'

することを目的として.今川初めて. If本再′I:.('^:.糠学

会総会に獣l'^'･.''7'･0)七･･Jションを.言!1けていただきました

今隼o)テーマは!.!:'it二おけるl暮i'I:.I'矢糠の')SIl-J'･t人の作髄

l暮i'I:でした　ノ(･のTf髄IIH･'.にri･Jしては.まだIti'I:.['^:.蛾

と言えるか悩ましいところですが,すべて('I然卿I'f･･'.例

ですし.分化をさせずにJけ髄から採取したfF"rJ'f'f細胞を

1'{Llj･することで従来よりもかなり山い成緋がr.きられて

いることから.将来il･'.もあると考えています､
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特別企画

中野　責由氏

日本ハイオマテリアル字会

設立年　　1 978年

会員数　　1.050名

使命･役割生体やその構成要素と直接あるいは間接に接触
させて.傷んだ組織や器官.あるいは機能の診断

や治療を行い.さらにある場合には損傷部を
補ったり.置き換えたりするために用いるバイ
オマテリアルに関する教育.研究.産業に関する

情報の交換を通し.新学問領域としての体系化
と確立および臨床医療への応用を計る｡

ホームページ　httpノ/kokuhoken.net/jsbm/

新しいI細目二ついても. `!{'･乍fI:.がftu米され紬､ i:.の

(解が芥きられればrJIIJ-&昧研究を行うことが‖J能ですか

ら.花々としては猷('^'･..､?･･の小二fX･Jじこもっておらず.

日本再′='^'･.iR,?:会との辿雌を進めながら帖山､折動を

鵬閲していきたいとJ山､ます

再生医療に関する取り組みと連携の可能性

田畑　次に. A,17･･会における再′I:J'^:.糠に対する取り糾

良.そして今後, ､''I学会との連梢のHJ能性についてお

.;.･FiLいただきたいと,liTJ､ます　まずは森tH'k′I:..お軌

いします

森田､J']学会における再′l:.t'^:.糠への取り捌みとしては.

例えばiPS細胞を川いた暮Ii'I:.('^'･.噺二側してもヒトゲノ

ムやエビゲノム解析など.どちらかと言うと).E･礎的な

研究が多い別紙です､

会tHの小にはH心ti'I:J'J:'･.糠学会に所ttfiするh･も多く

いますので.辿梢はすでに`L(現していると.;,'-つて良い

10　日18)再生医療　日本再生医療字会報誌　vo日日<o･-'

磨,tiJ.いますが. ､l'I学会が).S礎rlJf'ye.日本fli′I:.t'^'･.糠'?:会

は触昧研究をi:.にT･･がけている点を踏まえて､抑(.hrJ

宜しながら辿梢を感化していきたいと,tLl.います

また. ､l'I学会の成りt'(.ちから.再′I:.['^'･.糠アプローチ

においては志州:.炎症の抑制がIli'I･'.を促すという-論日の

i:.張が必･Jliと考えていますので.そのあたりもII本再

′I:.t'矢掛?･･会と･綿になって1展開していきたいとJiTtt､ま

す､

田畑　ありがとうございました　炎症Jil,i:tの制御が′I:.

体糾織の再′I:.過れ･!.Eニ形幣をlj･えることはよく理解でき

ます　炎h't:'.とfli'I:.は').+.日ニ辿動する′I:.fBliJ,i:tであり.今

後は.より付胸irrtJな八･JtiJlJJf究がイ(HJ欠であると考えま

す

では小野光′I:..お願いします

中野､l'f学会が-i!l立された19781I:･t二は､I'I然ながら再

′I:.[天城の概念がなく. ､J'I初の理念は′I:.L棚l織と′I:.体材

料の理想的な接合や,刷tI'.仲川のIli･適化にあったとJIirt

います　会川ま. l'/芋･系と企紫とI'^'･.学糸が1 : 1 :1

の判合で. I:.フ:系の研究h･が多いことが特徴でありま

す

朋/I:.. I暮i'I:J矢糠におけるバイオマテリアルのfll'判は

榔めて人きいと['I,比していますし.触昧l矢椴への1,LHH

化は花々のfTI:tJli.探題であることはbf･う余地がありませ

ん

仙人としてはI:′､?･･的･ ′I:.物)､7'･的な′､芦･際桝紺iを川い

たバイオマテリアルの開発など, ).S礎′､7'･f''lほlTJ:祝した

研究が多く妃受けられますが.日本バイオマテリアル

学会からI暮i'I･･.(矢掛?:会′＼ J･左術や時系列が縦申で通る

ような連雌ができれば理想的だと考えています

岡野　LJe･'fi'a)ハイブリッド刊サイエンスが必要とされ

る時代にあって.できればバイオマテリアルをT'･がけ

ているJJ･々が. l'^'･.学や′I:.物学との融合を糊極的に考え

らえることを我々は柑J'(!i･しています

逆に. ､J'I学会でも例えば′I:.物.､i:を'JJ'･門tしている拝

はコラーゲンやゼラチン.人然lf:,rJ1(･までは械えても.

人｢.(･::)''Ji l･となるとなかなか似､切れない棚)ミです



座談会｢閃辿/P会から見たIti/I:_択塘｣

ですから.そこをおII'.いの暮It糾二入り込んで.新たな

発想につなげられるような体制を糾んでいくべきでは

ないでしょうか

中野　耽々も.材料側から0)考えJJ'から. ′I:.†小二対し

てイJ'J"'iな機能が稚r･fiされるような新しいr･･法を再′f:.l'^:.

椴の中で).t'1･っていきたいと考えています

例えば,念ltfaは兜モ機的と.乱織されがちですが.人r.

倒節を入れる場合でも. ′l:.体糾織目体が力′芋応答する

センサー機能によって.微緋構造が(,NJJ'性を持って特

定JJ'lr'･)に呼人されていきます　穴を聞けるjJ'向を考え

るだけでも.応ノ)シミュレーションを利川すれば金ItJi

があたかも′f･'.体のように似る舞います0)で. li''･.純にア

ンカー劫火をillって&･lnfH二ガッチリIJ･(ナるだけではな

くて. l'I己糾純化のメカニズムを理解した卜で.より

l'::J'い機能を追求'することを耽々は考えています

田畑　それはわかります　再′I:｣'^:.糠においてバイオマ

テリアルJi'術のtfTilIJはイく=J欠ですから.迎11,(.30)日･肘rtJ

なitがかりとして.ぜひ本学会で付胸毒的な稚.;.'fTお願

いしたいとJiI.います　私はバイオマテリアルを長iI:･に

わたって研究しています　バイオマテリアル学会と再

1:.['^:.糠′､?･会のIltJjJJ'に参加Iしていますが.バイオマテリ

アル''?:会は材料rI身のテストを'IJ'･っている研究や,tit.h･

に入れるItlI'1'の研'jtに･TT!:)1･'dl;I''亡かれている印象がありま

す　もちろん触妹をII桁した障れた研究もありますが.

再′f･'.['^:.糠′､7:会や炎11一･･'. ･再′f:J'^:_Jli:会に参加して.バイオ

マテリアルの･Tr_要ff三と必'JlI'rl:.をもっと胤粥してもらい

たいと考えます　バイオマテリアル学会からIはるとIIi

′J:.l'^:.糠'li'･会は敷1.I:･がl':,い､ですか? (笑)

中野),S礎弓叩I･(.の柄築を行っている研究h･と.応川に

近い研'jtを行っている研究h･によって受けIJ･.め〟は',(/C･

なるとはJLJ.います　鳩lT,笹研究を'IJ'･つているJJ'にとって

はあるJt3.1昧敷川がl':,n ､というか.興味が',h!･なるかもし

れません

田畑　中野光/I:..ありがとうございました　それでは

lIi宜.光′I:..お願いいたします

吉江　L'JfJ'科領域におけるfli'I:.I'^:.糠は､とくに('ffJ'周的枇

I.-　..　-

i
静･{

(_.. I

ヽ-･
一▼

■■
吉江　弘正氏

日本歯周病宇会

設立年　　1958年(設立時は日本歯槽膿漏学会という名

称で. 1968年に現学会名に変更)

会員総数　9.555名

使命･役割｢歯周病から国民を守る｣ことを目的として.歯

周病字･歯周治療学に関する学術研究.教育啓
発活動.医療･予防活動.国際活動などを行い.

全身の健康と密接に関連した病気であることか

ら.遺伝子やバイオマーカーを使った歯周病の

診断.歯周組織再生療法の推進など多くの基礎

的および臨床的研究を推進している｡

ホームページ　http://www.perio.jp/

において稚鵬し∴-rJfJ'周病,liI. h･における再′J:.約糠のガイ

ドライン(2012).二　にも.;,'Jされている通り.エナメルマ

トリックスデリバティブ. GTR. ･け移帥術がI'/-./I:_労物

省の.iEl一丁を経てIai"･'.妹応目されています

従来なしえなかった術周糾織のIli/I･'.がfll能となった

Iilhi.より広くIJiJri'･していくには. JJE{'･乍rI三のFH.保を始

め. Jli:会としてIIJJL縦な適応)糾l:':を.;,-'lけていく必要もあ

ると考えています　また.堤/l･:インプラント的糠が乍

I.I.態で.耐川1l:･数も1011:･以卜と言われていますが.その

後インプラント1.'in咽炎が'Luこる=J能性があり,紺地的

糠を丁をめた代印的蛸まで妃据えることが我々の灘題だ

とIiI.います

今後, IJ本Ili'I:.('^:.糠J羊･会とは,例えばジョイントシ

ンホジウムなどを伽fJJ'してイJ'機的な交流を図っていき

たいと,I山､ますし,糾胞的糠をr･･がけている今川の岡

地IiJr'究I半とのネ･ソトワーク桝饗も･Tf.'LJR'と考えています

田畑　ありがとうございました　rJfJ'科には. rJfJ'料理f:

再生医療　円本内生医額ず会報誌　Vo=川0._･ 111･Jl ll
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尾上　浩隆氏

日本分子イメージンク字会

設立年　　2006年

会員数　　523名

使命･役割生体内における分子および細胞レベルにおける
生物学的事象を解明するための研究を推進し.
研究者相互の知識の交換･関連団体との連携を

通じて.それらの成果としての技術開発ならび
に臨床応用によって.学術の発展に寄与すると

ともに広く社会に貢献すること｡

ホームページ　http://www.molecularimaging･jp/

information/

学会というのがあると,til.います　この′?:会は材料を

拭っている印象があるのですが. I暮れl矢糠分野へのア

プローチがあまり盛んではないようです′　個人的には

川とかそのあたりを洲暮:.化するJJ'法も考える必要があ

るように,tar.います､

それでははt･.光′I･'..お掛､します

尾上　これまでお.;T'lfをf'J･Jって, ､''(学会における再'I:J'^'･･

糠への取り糾みは.今I･･]お恥まりの学会の中ではやや

司会:田畑　泰彦氏
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巡れを取っていると感じました､

私l'1身は20131I:･4日から再'I:.t'^'･.糠イメージング特

別ユニットを;/A.ちI･.げ.再′l:.t'^:.糠に柑ヒしたイメージ

ングの研究をしています　朋作.稼働しているiPS紳

胞を川いたハーキンソン病の約糠に加え.心筋シート

作成や棚紺胸的糠研JjtをT･･がけておられるnl'I:･JJ'が

我々の様々な両像柁術を･ilf.･JHL.ヒトでイメージング

できる体制を構築しようとしているところです

また, llf'l:.('^'1.糠でよく問題となるのが細胞の挙動で.

7.Ir:･化の観察は必壬rげロセスとなります､すでにいくつ

かの施.粕から耕地の動態を妃たいという嘆望が布せら

れており.金脚.Ii. (･を緋胞l^JにiI･'.人し. MRIで●il'･価す

るT･･法で動態を追うI･kiliiを開発しているグループもあ

ります､

ただ,特定の研Ijt.探題以外では.イメージングを必

磐とするのはまだ少し光のfkL附という一弘織のようで,
･Lt際にはそれほど多くの′!f'がかりはない仙人です

田畑ldI･.光′I:.,ありがとうございました､ tI本'}1(A

イメージング′フ:会では,動脈rTtR化や軌郷地の中のイ

メージングがi:.流ですよね

尾上　そうですねで､ 7.Ir:･化のプロセスや的糠薬の薬効■il'･

価といった. ii･LWtJなl順を持って取り糾んでいる斤

も多いです

田畑　ごl′]身のI朴むでプローブを開発しておられるわ

けですね,逆に先′I:.JJ'のjJ'から｢こんなものを妃てほ

しい｣といった松風まされないのですか､

尾上1つの持脚rtJな''il･プローブを仲裁して.新し

いイメージングI-!･iliiをr''#1-(.するには多人な労JJがフ掠め

られます､糾胞折糠においてi:.体はやはり細胞を扱っ

ている,k′I:.〟ですから,我々はそこをサポートするI'T.

場にあると,tLiっています(､

岡野　おそらくそこは考えJJ'が追うのでしょう′- IIi'I:･

I,長･,榔ま心h･さんを緋胞で折糠するのが日的ですから.

体内に入れた後の仙^J動態をイメージングで朋べよう

としますが,光′I:.))･はイメージングを川いて解析する

ことが目的になっているように感じます(､



座談会｢関連学会から比た将牲灰塘｣

尾上　例えば炎症乍部に共通する囚(･は何か,からだ

の中でどのような現象が起きているかといった,ジェ

ネラルなJJ'は.論の開発が研究再のモチベーションに

なっているのは確かですこ,I

田畑　再/I:.('^:.糠に取り糾むうえでの問題点については

どうお考えですか

尾上　私がf暮i'I:J'^'･.糠イメージング特別ユニットを作っ

たのは.エビデンスの構築に我々のイメージング柁術

がイくIIJ欠と考えたからです｡ただ,先ほども申しI･_げ

たようにI暮iJI:.l'矢･.糠は細胞を川いる側が1-A.体の領域です

ので.我々の指術rfllでは幣独で研究費を取苓さするこ

とは難しいです､このような状況ですので,仲t:_【矢糠

に関した研究rI体がそもそも成り;/j=ないという関越

があります､

田畑　臨床家と)帥Jl研究すると,その結LIは臨妹につ

ながり, )i礎/I:.物学研究再が刷T･･であれば,その川I I

は鳩礎的なものになります､/もちろん.研究刷T･･に

よってJJll州:.が決まることは､11然です､J　しかし,他'Jl

野の研究再からの)帥JlIJf究をはっているだけでは,撹

押領城の研矧期先を進めることは･拝′LH･.難しいと考え

ます　そのため,今後はrl'Jiたちの材料1-圭術を糊極的

に･Jl･り込み. f暮i/I:.(矢糠をII折したItJFiJW究を進めるこ

とが･Tf:.]控となると,fiJ.います'}Il･イメージング技術は

flf'I:.L'米糠には必.111'ィく=J欠でありますJ jtJriJhJf究は体制

怒僻のためには刷応のサポートも必磐ということです

ね

それではI/I･:々木先/II..お願いします､

佐々木　猷(矢′､7:はjf:･常に多岐にわたる分野ですので.

fti/I:.('矢糠を研究テーマとしたり,臨妹応川しているh･

は現JJ;･.限られています′　従来.獣l'^:.学というとモデ

ル動物作%lのイメージが感いとJiiいますが. 'kJ･際には

臨床をT･･がけながら,再/I:.['^:.癖を汚めさまざまな約糠

法T声々に関心のIr:,'Jh､斤は多くいます､現にイヌの死因

11立である癌領域は,人きな研究'Jl野の･つに城山し

ています

ただ,外にl(''Jけての情報料.2,'が不足している●拝′Lfは

佐々木　伸雄氏

日本獣医再生･細胞療法学会

設立年　　2014年

会員数　　40名

使命･役割　獣医学における再生医療･細胞医療の推進.戟
医学と再生医療の橋渡しを目的に設立｡

tJfめません　我々は比較動物'?:の糾,･.I)'.からより良い動

物′Lt験を拙雀することがlfJ能ですし.数多くのrl然発

症モデルをイJ'するという儀みもあります､.また,会い

の小にはIIf'I:.l'^:.糠に関するアイディアや解析J･女術を習

いたいと,Iil.っているh･も多くいます;

ですから, lI本I暮i'I:.暮'^:.蛾′､ア:会とは足非･綿になって

研究をT･･がけていきたいと,tiI.いますし,例えばn'髄疾

瓜　竹岡節JJJi心などの約糠は開発などは,望ましい形

の連梢だと考えています､

岡野　鮒矢臨味のあり〟も変わってきているのですね

佐々木　例えば米lI･;Ⅰでは,肺嶋村を持つ拘数の献('^!.人

′､ア'･がカルテを書勲tL:':化してデータをlI;･イrLています｡こ

のデータはl'I然稚′I:Jl和島モデルという)∴毛で, ′Ltはヒト

で大変･Tl:祝されています.耽々もこうした.拭みを参考

に,研究(,算を確保するような体制づくりをII折して

います

田畑　今後,再/='矢嶋に収り糾むうえで問題点はあり

ますか

佐々木It川りの.洪解を招くようなfli/I:.(米糠は,将来に

人きな禍根を残します　そこで学会として般初にやる

べきことはガイドラインの策定と考え,開発医や農林

再生医療　日本再生医療学会雑誌　voJ.1.'iNo.2 (121) 13



特別企画

水庫省0)JJ'にも人-)ていただき. I)Sf酎ニIfJJLたガイド

ラインをつくるi','Ji:です

再生医療分野における将来展望

田畑　それではili･後に. lit,?:会における.再′I･'.医項'Jl

野0)今後に対するIlf･Y･!をおIl.rJかせください

森日光′t:..お恥､します

森田　日本0)再′l:.t'Ji癖は今後.急速にltいびていくとJLf･

いますIhin･'日永研′究o)･IりニIIi'I:.t'J:'･.城.iがIliめる'.I糾合も1.::;く

な･)ていますし.心h･さんを治痴するというJ'li･絹的な

l慨を考えると.やはり･Jt業化はイ(IfJ欠です

･Jt業化を′別けるうえで必要な0)は.いかにIt叶々0)

別名I/iを脚余したうえで取り糾めるかという貢です　そ

うでないと. l'I身が研塊で側Ij･した数人だけ治せて､

IIto)小の多く0)人は治せないという繰り返しにな-,て

しまいますa)で.それだけは避けるべきだと,t山､ます

田畑　ありがとうございました　中野'k′I･'.. /りオマ

テリアル守:会は. ,1寺来鵬ヤ･!fニついていかがですか

中野　耽々の7'1'.I抑まやはりIlf'I:.t'^1.糠を支える抑馴川

a)開花と捉えていますが.そ0)中で汗lけべきは.埴

盤材札緋JJ'&.ゲルすべてにおいて3I)プリンタ0)J三溝i

14 I122)再生医療　R本再生医糠7会雑誌　VoHno･-'

_ー___⊥

が通日できるようにな-)ているという■J叛です　まだ

まだJt･熟な領域ですし.掴'i(ft)E二はl'l己純綿化と糾み

合わせて.外場として0)JJや磁場. ''･Ll場なども必'Jl':tニ

なるとは,l山､ますが.臓.i:lがつくれる｣こ来を目指し.

細川紙用HIru外).!{i'''(a)コントロールなども脚(･tこ入れた

Ii･i帖.･'1.汁が‖J能な帖妃にな･'てきていると碓†言してい

ます

田畑　ありがとうございました　では..':洋九′l:.. iJ'願

いします

吉江､-I(,?･･会0)沼i鍬まt'榔日.!;心千鶴　インプラント治

1弘　仙'if'･拭炎縮刷(.再'暮:.I相律いう4つ0)分野が

人きな杵とな･)ています　なかでもI暮i'I:.t'J:'･.1鋸二側して

は多く0)j'Hjが矧味をI!巨)ています0)で. =Lifiで申し

卜げたように門奈とのジョイントシンホジウムなどの

lt,.IIItiを通じて会川-i圧0),交流を深め. I暮i'I･'状痴'分野0)

i,.T.･動を州1:.化させていきたいと考えています

岡野　インプラント治舶ま確かに･Tf腰ですが. 11本は

も･,と析1;･ufイ料o)閲雅にチャレンジすべきだと掛､ま

す　インプラントがあるからそれで良いのではなく.

次の附Iに変えていくという碓想が今後の医J?:.巷'ti'･:.

榊判二求められているのではないでしょうか

吉江　そうですね　花々としては今後. t暮i'l:.(瑚Iiを収



座談会｢関連学会から見た再生医療｣

り入れた形でのインプラント治療も手がけていきたい

と考えています｡ただ,現状として歯科関連で再生医

療の材料を手がけている企業はごくわずかという問題

があります｡そこは日本再生l失療学会と協同するなど

して,企業に働きかけていきたいと思います｡

田畑　ありがとうございましたo堪_L先生はいかがで

すか｡

尾上　今後,臨床に向けたアウトプットを出すことが

必要と考えていますC将来展望としては,メディカル

ドクターとうまく連携が図れるような体制づくりを推

進したいと考えていますo

田畑　ありがとうございましたo佐々木先生,お軌､

します｡

佐々木　動物の臨床から新しい手法が出て,それがヒ

トのほうへ流れていく仕組みをどうつくるかが検討課

商だと思っています｡それにはやはり我々のような小

さなグループで考えても実現は難しいので,医学や薬

翠,二仁学などの分野との連携体制の構築が重要と考え

ています¢

田畑　ありがとうございます3　最後に岡野先生から,

本日の討論を通じて総柄のコメントをいただけますで

しょうか｡

岡野　本日,お集まりいただいた先生方はみな再生Pi_

癖に高い関心をお持ちで,連携によりさまざまな可能

惟が浮上すると感じました｡

そこでカギとなるのは,再生医療に取り組む体制を

どう構築するか,どのようなインセンティブを設ける

か,そして同じ手法を繰り返していては新しい発想は

浮かびませんから,そこを突破できる人材をどう育成

するかという点です｡

再生医療の実用化の推進にあたっては,医学と上学

の融合が不可欠です｡多くの患者さんを治療するため

には,医学と工学の双方の知識･技術を習得し,十分

な学識･能力を備えた医学医師,研究者を育成して手

作業から脱却し,自動化へ移行しなくてはなりません｡

そのためには大学院で医師に工学を勉強させ,工学を

勉強してきた者には医学を勉威させることも二一一･法だと

考えますe

また,さまざまな課題を伴う人t臓器を21世紀モデ

ルに改良することを再生医療のターゲットの二つに置

くと,実現に必要なのは人材の結集ですo l個の考え

方と1個のテクノロジーでアプローチしても,途中で

必ず障壁がlT.ちはだかります.突破口を見出すために

ち,当学会を多様化し,テクノロジーのるつぼにした

いと思っていますし,必ずそこから新しいものが生ま

れてくるとIi言じています.

田畑　各学会を代表する超多忙な先生方にご参集いた

だき,再生医療について語っていただくというのは,

極めて費重な機会であったと,先生方には大変感謝し

ております｡学会の成り立ち,学会貝の動向,学会の

方向作によって再生医療に対する考え方･見方がいろ

いろとあるということを勉強させていただきました｡

しかし,いずれの学会でも,再生医療は今後の一一つの

方向惟であると考えられていること,チャンスがあれ

ば共同研究を進めていきたいと考えられていることが,

私自身瑚解できましたo　異なる文化を持って独自に進

歩してきた学術分野が,それぞれの得意な点を共有し

て新しい分野を拓くために共同研究を始めるにはいろ

いろなバリアがあると思いますo　しかし,患者を治す

という具体的な目標を持ち,進んていければ,有機的

な共同研究が実現できると信じていますo私も,新し

い仕組みのqlで再生医療の裾野が拡大され,さらなる

発展を遂げる時代が来ると期待していますo　新法の運

用Fにおいて関連学会との連携を進め, 1日も早く安

全で有効な再生l矢癖を患者さんに届けるという共通の

目的を確認しながら,再生医糠の発展に努力して行き

たいと思います｡

本臼はありがとうございましたo
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